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1
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放
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(石
原
初
太
郎
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甜
岡
隙
久
田
米

地
方
の
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就
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(加
藤
将
太
郎
)

ア
フ
か
ニ
ス
ダ
y
略
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下
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(早
坂

叫
郎
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火
阪
平
野

の
敬

治

(
凹
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(伏
見
鵡
光
)

骨
相
盆
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に
放
け
る
派
滞
り
,
7
考
察
へ
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〕
(山
EI
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叫
郎
)
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挙
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節
九
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節

叫
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昭
和
田
中

7
月

地
球
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中
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(
羽
鳥
稜

こ

放
伐
坑
非
と
戊
多
放
出
的
非
(大
村

l
誠
)

〇
倍
鵜
教
育
(保
科

甘
助
常
記
念
幼
)
節
五
〇
七
班

昭
利
四
%

7
月

長
野
岡
桜

町
倍
竣
致
背
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党
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0
独
話
『
岩
石
椀
物
碗
床
轡
』
の
創
刊

灘
北
帝
樹
大
串
規
準

響

石
市
境
物
噸
非
嘩
教
室
在
中
心
と
し
た
日
誉
布
石
磯
物
磯
駐
韓
骨
か

ら
見
出
し
の
月
刑
誌
が
本
年

1
月
各
以
て
創
刺
さ
れ
㌔

由
水
仙
窮
の

誇
教
室
は
伸
に
山方
石
確
物
串
に
細
す
る
新
研
究
各
紙
々
と
し
て
孜
或
し

て
居
て
-f
東

の
探
察
鼎
に
認
き
み
籍
さ
れ
て
梓
ろ
排
で
あ
る
O
紳
津
･

高
相
､
波
過
竺

二
棚
士
が
力
み
併
せ
て
生
み
出
さ
れ
た
難
詰
で
あ
る
か

ら
純
嘩
術
的
に
新
研
究
か
邦
人
に
博
ふ
る
瓢
で
大
切
で
あ
る
｡
研
究
報

文
､
研
究
鰯
和
文
'
評
論
及
刺
聖

抄
錐
等
の
認
欄
が
め
っ
て
舛
堺
研

究
者
の
指
導
､
参
照
･に
巌
め
て
ゐ
る
鮒
は

T
見
明
か
で
あ
る
O
称
に
詐

術
及
灘
蝕
欄
ti
1]毎

士
の
綜
合
ぜ
る
考
散
在
不
易
に
致

(
ん
JJ
す
る
が

如
-
､
抄
紙
は
其
の
L故
の
多
4
Jこ
と

解

丁
離
の
み
に
て
五
十
八
に
適
し

難
詰
の
.準
刺
せ
ら
る
1
や

『
地
球
』

誌
の
銅
品
俳
で
あ
ぇエ
兄
都
へ
さ

へ

も
北
ハの
t抄
地
脈
新
の
以
文
週
日
の
問
ひ
食
せ
が
氷
て
､
お
か
ど
連
ひ
の

場
所
で
新
興
や
淡
の
間
接
投
助
な
し
た
耽

ひ
-
新
撰
研
究
坊

に
執
っ
て

比
和
非
布
端
な
約
で
あ
る
O
こ
ん
な
に
労
力
L
L
:難
誰
が
各
月
推
測
さ

れ
る
こ
と
は
公
衆
に
は
布
靴
い
,
fJJ
で
あ
る
が
踊
碁
額
の
御
骨
折
り
は

T
巡
り
な
こ
と
で
は
な
い
と
川
心
へ
る
0
僅
か
の
故
障
の
故
も
以
て
敢
行

が
巡
れ
Li
り
月
別
が
隅
〃
列
と
な
つ
た

り
ぜ
ぬ
=
と
な
本
邦
飲
物
山村
石

聯
非
の
鴇
め
に
祈
り
て
止
ま
な
い
｡
『
地
城
』
に
し
て
･J
m
･つ
で
あ
る
樵

に専門
雑
誌
の
永
総
す
る
節

E
の
催
件
は
鵬
約
番
の
多

い
と
い
ふ
こ
と

で
あ
る
か
ら
'
地
嬰
に
T
駅
の
党
聯
心
み
有
っ
て
居
る
方
が
､

1
人
で

も
多
-
臼
誉

村
石
噸
物
蝉
骨

(
人
骨
さ
れ
て
､
J
,の
よ
車
軸
藷
の
蹄
列

な
投
助
さ
れ
る
J
,と
は

『
地
球
』
難
雅
子
の
党
ん
で
止
ま
ぬ
伊
で
あ
る

田
に
云
ふ
､
本
譜
は

1
部
軍

ハ
十
錦
で
'
拳
骨
.1
人
骨
す
れ
ば

叫
餓
中

大
脚
で
雑
記
の
配
布
私
受
け
ら
れ
る
.
骨
教
迭
姑
は
仙
基
肘
常
北
帝
切

大
串
班
嘩
部
内
日
本
岩
村
噸
物
噸
粧

蝉骨
湖
戸
困
臓
氏
宛
板
谷
仙
姦
八

八
二
五
番
で
あ
る
D

O
上

越

両

線

工

事

概

要

[
'
位
茸

上
越
両
線
は
高
幡
櫛
に

起り
雨
竜
触
Li
胎
ひ
新
前
橋
僻
よ
り
左
折
利
鵜
川
を
測
り
､
批
川
,
柄

ユ
ビ

ヅ

的
な
絶
て
惨
槍
骨
に
到
る
や
ル
｣
プ
状
に
旋
倒
し
て
上
越
樹
塊
茂
食
岳

(梅
杖
六
五
三
〇
尺
)
の
砿
下
在
延
長
六
哩
倣
(
三

i
八
三

叫
択
八
)
の
緒

水
曜
滋
か
'以
て
fq
さ
上
越
地
組
に
接
地
し
長
榊
に
連
す
る
も
の
に
し
て

･,Ll壷

長
讐

ハ
讐

主

鎖
僚
な
り
､
赦
し
て
緒
永
降
泊
は
延
長
の
大
な
る



I
,と
本
邦
解

T
に
し
て
1-と
非
に
放
て
齢
的
耽
払
占
む
｡
談
惜
道
工
邸
は

略
其
中
火
み
以
て
限
外
と
し
以
輔
は
銭
は
省
東
京
縫
紋
辞
林
所
々
幹
LL

燭
し
以
北
は
浪
岡
縫
紋
都
路
怖
々
管
た
り
O

二
､
使
命

本
練
は
袈
H
本
鞘
梓

地

方
と
脱
湘
地
方
と
み
辿
絡
す
る

-
の
に
L
T/除
羽
税
､
群
越
穐
'
中
火
粒
及
び
信
越
紬
に
比
L
其
の
距

離
私
触
糾
し
且
つ
借
越
純
の
如
-
輸
注
制
限
み
加

(
ら
れ
ざ
る
ね
以
V

滑
水
城
辺
輸
送
系
紡
上
地
も
騒
非
な
る
枠
組
た
る
任
命
私
有
す
O
今
借

越
組
み
比
舵
せ
ん
に
距
離

に
放
て
五
九
哩
九
分
の
縛
齢
あ
り
'
信
越
線

の
脂
河
上
点
描
施
工
鵜
野
杓
は
三
〇
八
六
尺
な
る
も
'
本
税
は
二
二
三

丁
尺
に
止
よ
り
､
例
額
は
菰
汽
列
雄
雌
軸
柘
関
に
於
LJ
救
急
勾
配
四
十

分
ノ

て

唱
範
列
坤
迎
榔
隅
問
に
於
て
十
五
分
ノ
7
な
る
J
t
後
者
は

茄
…汽
列
非
拙
略
柿
間
,1
於
て
甘
介
ノ

T
.
精
細
列
雑
巡
糠
拓
間
に
於
て

五
十
分

ノ

言

i
過
ぎ
や
､
総
て
妹
路
換

鮮

延
長

は
後

教
に
於
て

〓
ハ
四

叩
像
の
遍

滅
私
見
る

に

1Htj
る
な
以
て
､
全
曲
の
暁
に
は
其
の
輸
送
力
の

借
越
線
に
比
L
如
何
に
火
な
る
か
み
推
如
し
柑
べ
L
｡

ttlF
地
質

茂
愈
点
在
中
心
と
す
る
山
塊
ほ
閃
紋
･:打
の

f
大
株
粕
に

し
て
､
=
の
偶
成
岩
代
古
生
船
中
に
桜
現
せ
る
-
の
た

係
り
桐
ガ
は
齢

柵
曾
附
紀
､
北
方
は
松
川
附
近
に
放
て
=
の
株
舵
の
放
滋
部
が
甘
地
恰

-
隣
接
せ
り
｡
古
出
府
は
砂
岩
和
枕
･:方
角
山方
前
祝
･:打
鞘
放
如
次
岩
雑
の

五
僧
に
し
て
閃
触
岩
沈
入
の
鵠
め
接
鰯
麺
質
作
川
み
尖
り
､
粒
状
砂
岩

大
別
石
油
ル
y
7
エ
ル
ス
等
に
粟
封
せ
る
も
の
多
し
｡
扮
輪
骨
附
起
_

恰
か
,･J
そ
の
抹
側
部

に
:･1==
り
閃
放
射
叉
ほ
そ
の
赦
似
山打
が
岩
脈
又
は
山有

休
と
し
て
青
虫
府
私
淑
け
り
D
閃
放
射
の
砕
鉱
は
炎
型
的
紫
波
分
地
作

用
を
邦
し
中
央
部
は
酸
性
に
L
T
t
放
逸
部
に
至
る
ii
錐
ひ
次
解

に
塩

雑

報

拡
性
み
畔
ぴ
た
り
｡
即
ち
捕
水
陸
道
内
に
於
て
托
炎
質
問
紋
岩
な
る
i

暢
椅
曾
曜
5,-3
内
'1
於
て
ほ
懇
親
の
閃
牧
山打
又
は
班
糊
岩
と
成
れ
り
O

滑

椅
曾
以
南
に
は
音
盤
屠
れ
和
せ
る
-
､
田
川
町
の
占
峻
せ
る
利
根
川
本

文
拙
め
舟
流
靴
に
放
け
る

1
大
河
段
丘
群
和
典
と
し
､
そ
の
南
方
は
赤

城
山
の
紺

野
獲
達
し
安
=J
:有
及
び
塊
塊
山方
の
互
暦
締
出
ぜ
リ
O

E
Z､
工
事
の
方
法
及
現
況

木
工
邸
は
全
線
み
十
二
院
に
分
ち
大
正

八
年
十

l
月
起
工
前
略
出
川
開
十
三
哩
三
分
ほ
大
正
十
年
七
月
､
池
川

ゴ
カ
ン
ーーナ
カ
rJ･･

瀬
田
悶
十
二

幌
四
分
は
火
正
十
三
年
三
月
､
後

閑

水

上

閃

七
畔
八
分
は

昭
和
三
年
十
月
､
竣
功
闘
柴
L
t
日
下
八
工
院
の
鵡
部
'
九
工
区
'
十

二
院
の
工
事
在
施
行
中
な
り
｡

五
'
漕
水
陸
潰
南
口
の
設
計

組
延
長
三

t
八
三

7
択
八
の
内
東
京

縫
紋
所
々
管

7
四
八
八
九
り
六
､
勾
配
凹
打
分
ノ
一
上
り
｡
覆
工
は
側

故
に
放
て
石
鵜
或
は
況
凝
土
､
譲

に
於
て
脱
叔
土
塊
綿
と
す
､
但
し

符
エ
ぜ
ざ
る
仰
め
り
0
本
隠
退
工
邸
茄
手
は
火
花
十

7
年
八
月
に
し
て

昭
利
三
舛
十

丁
月
三
十
日
現
在
に
於
て
底
設
導
坑
の
延
長

H

三
八
〇

沢
に
及
べ
り
Q

六
㌧
現
在
工
事
中
の
状
況

九
工
縦
に
於
て
随
造
凹
個
所
あ
り
tJ
.

其
の
内
第

7
線
輪
曾
随
泣

(
延
長
五
七
七
五
リ
)
及
び
節
二
勘
粉
骨
曙

逆

(
延
長

E
三
九
五
択
六
)
は
ル
ー
プ
繰
上
に
介
在
す
｡
火
蝕
に
於
て

絃
四
簡
所
の
隠
避
掘
盤
は
帖
細
に
逝
抄
坤
な
り
0
排
水
隈
泣
抑
架
に
岩

質
此
校
的
竪
敬
な
る
矯
め
逝
抄
順
嗣
な
り
L
も
'
大
正
十
五
年
十

1
月

三
十
日
坑
口
よ
り
約
八
千
丸
首
尺
の
地
鮎
に
放
て
陳
暦
'1
漁
ひ
俄
然
六

個
以
上
の
噴
水
私
見
'
其
の
排
水
設
僻
の
怨
め

1
時
珊
進
み
中
止
ぜ
L

も
､
鑑
ち
に
排
水
随
?.g
hq
,王
位
随
鑑
の
表
側
に
五
十
択
触
隔
し
て
醜
行

l豊

七
7



地

拭

第
十

7
番

に
御
地
L
､
主
飽
随
道
中
の
流
水
も
地
絡
坑
に
耽
り
て
試
排
水
駆
巡
に

流
下
せ
し
め
'
昭
利
二
舛
十
二
月
弾
び
本
随
迫
の
珊
赴
な
抑
別
ぜ
リ
0

(塑

加
地
設
邸
渉
伊
綱
､
上
越
両
線
地
殻
工
邸
拙
饗
に
依
る
)

0

航

重

罪

の
発

達

史

概

要

と

本

邦

及

世

界

に

於

け
る
航

蛮
記

録

鵠
申
珊
行
に
関
す
る
人
料
の

加
納
の
超
脱
は
巳
に
原
始

時
代
か
ら
鞍
許
し
た
邸
は
郎
･;;i.J
で
あ
る
｡
紙
詰
む
掛
け
て
署
ぷ
親
米
の

脱
祖
に
-
令
-
共
の
欲
盤
の
好
み
止
め
て
ゐ
ろ
｡
今
日
飛
行
機
の
致
明

は
金
5

,の
仰
始
時
代
か
ら
の
郡
敦
欲
盟
の
把
兜

で
決
し
て
伽
蝕
の
鞄

明
で
は
九･i
い
｡

晩
妃
に
於
け
る
航
竣
射
り
逝
渉
は
兜
に
懲
-
べ
4
,-
の
で
地
理
嘩
上

よ
り
眺
め
て
印
々
の
方

術
に
影
惣
す
る
,
,と
火
で
あ
る
｡
叔
近
猫
逸
近

欝
の
雑
誌
に
よ
る
と
ベ
ル
-
ン
革

1
イ
プ
チ
ヒ
大
串
の
地
m
嘩
純
覇
過

日
の
叫
に
舶
鍵
地
球
畢
み

加
へ

た
鵜
は
=
の
問
の
部
僻
み
物
語
る
有
力

な
る
解
放
で
あ
る
.
地
班
解
約
に
見
れ
ば
日
払
地
班
車
上
よ
り
ほ
航
坐

路
の
地
形
な
り
他
耽
及
び
航
Ph.1Tと
叔
J
碑
接
な
鮒
係
わ
る
鼠
墾

範
供

の
附
兜
で
あ
り
､
人
文
地
租
嘩
上
よ
り
眺
め
れ
ば
交
泡
'
紐
解
'
罪
串

的
方
耐
の
関
越
で
わ
ら
う
｡
宛
に
内
航
染
地
班
に
今
筏
の
地
軸
邸
の
誼

要
な
る

T
安
楽
み
な
す
に
生
る
雑
は
火
私
見
る
L･{
り
明
か
で
あ
る
し

飛
行
機
準

址
の
拙
筆
心
壁

へ
る
と
十
八
仙
紀
f1
な
り
縞
球
の
畿
明
さ

れ
て
此
方
何
の
新
軌
軸
み
な
し
た
が
約

7
八
〇
九
年
･
炎
脚
の
サ
ー

.

ジ
ョ
ー
ジ
･
ク
ー
レ
I
は
羽
擬
せ
な
い
飛
行
梢
の
府
税
私
幾
月
し
た
｡

此

が

現
在
飛
行
機
の
起
原
で

あ
る
｡
如
し
原
御
鵬
鵬
が
完
全
で
な
か
っ

た
痛
め
完
成
し
な
か
つ
i
:O

節
二
離

蒜

餌

七
二

Z
八
四
二
年
英
人
へ
h/
ソ

り,
ほ
ク

ー
レ
I
の
原
理
わ
鹿
川
し
て
茶
筑

槻
閲
で
や
つ
た
が
速
に
不
成
功

に
終

っ
た
O
前
後
米
樹
の
ス
,"
ス
リ
ニ

ア
リ
｡
イ
リ
ス
ナ
チ
ユ
ー
シ
ヨ
ソ
の
ラ
‥ノ
グ
レ
ー
は

T
八
八

七
年

明

か

ら
幾

鼠
抵
枕

に
鰯
す
る
研
究
み

な

し
T
九
〇
三
年
米
桝
政
･Lt
の
侶
め
五

十
椙
力
珊
柑
棚
祐
如
杓
掬
か
作
つ
た
が
比
も
港
に
成
功
し
な
か
っ
た
O

即
時
英
樹
の

ハ
イ
ラ
ム
｡
マ
タ
レ
千

晶

究
し
た
が
成
功
せ
ず
狗
泡
で

は
サ
ツ
ト
･
>
-
エ
ソ
タ
ー
ル
は
鳥
のL飛
邦
に
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に
し
て

r
年
中
池
過
し
う
る
泣
路

T
P
0
0
C
)粁
鑑
別
に
の
み

･E

掛
串
の
池
ず
る
-
の

T
P
0
0
0
粋
､
自
動
邸
の
池
池
谷
計
仰d
ヾ
る
-

の

T
O
t
0
0

0
軒
に
達

ぜ
り
O
関
内
雑
用
出
勤
率

T
.
三
六
五
姦
ト

ラ
タ

グT
H
入
違
'
熊
谷
･日
動
串
九
〇
盗
み
有
す
O
之
に
比
べ
る
と
日

本

の
泊
路
は
ど
う
だ
ら
う
か
｡

蒜

九

七
五



袖

球

節
十

f
魯

サ
ン

サ
ル
バ
ド
ル
は
骨
脚
'
人
口
八
四
､

0
0
0
'
蹄
袋
の
中
心
に

し
て
問

内
に
鰐
子
在
絞
出
し
､
間
樋
と
同
糠

に
小
袋
在
爺
わ
た
る
柵
店

多
し
､
サ
ン
〃
ア
ナ
は
節
二
の
都
骨
に
し
て
'
人
口
七
〇
'
0
0
0
鋤

排
取
引
の
中

心
た

り
'
商
船
と
し
て

はラ
ウ
ニ
オ
ン
〕

ラ
-

べ
ル
タ
ー

ア
カ
フ
･h
フ
の
三
鮎
と
す
ラ
ウ
ニ
オ
ン
に
E
舶
臼
的
.1
横
桁
に
栖
付

け

さ
れ
る
良
船
で
､
欧
米
と
の
聯
路
よ
ろ

し
O

山
地
斜

相
の
肥
沃
==1
'1
伽
排
栽
･i:
あ
り
'
=
の
脚
の
故
命
と
も
見
る

べ
+
J飴
紫
に
し
て
肝
に
輪
州
の
九
〇
%
私
占
む
t

r
九
二
七
年
の
輸
出

三
六
'
二
〇
二
'
七
八
九
キ
ロ
め
り

0

秒
船
は
蜘
排
に
つ
ぐ
韮
迦
晶
な

る
が
､

ヘ
ネ
ケ
ン
は
比
校
的
新
し
卓
出
作
物
な
り
O
錬
産
物
に
は
企
及

鋭
め
.I
t
叔
起
糊

灘
衷
欲
し
て
そ
の
範
苛
性
･,付
火
ふ
に
至
れ
り
､
=

れ

接
食
に
必
朝
な
る
燃
料
高
伯
に
し
て
収
支
相
債
は
ざ
る
に
よ
る
.

エ
柴
は
未
開
放
の
状
態
に
し
て
､
石
鹸
蝋
燭
皮
邸
棚
布
等
の
製
也叱
工

光
や
･̂
見
る
べ
き
も
'
紺
内
輔
少
な
充
た
す
に
過
ぎ
ず
｡
封
外
貿
易
は

小
国
な

が
ら
隣
の
グ
ア
テ
V
.フ
に
次
ぎ

1
九
二
七
年
度
輪
山

1
千
凹
官

前
非
､
血

排
'
柵
粘
'
砂
船
'
水
材
等
払
出
し
'
輸
入
は

E
千
四
甘
七

十
八
鵜
五
千
弗
舶t
製
晶
機
械
'
食
料
品
'
金
物
等
に
し
て
米
尉
エ
リ
の

輸
入
先
六
%
に
達
し
獅
逸
'
俳
掛
蛸
'
英
晋
利
等
之
に
つ
ぐ
｡
ま
だ
耽

図
と
の
取
引
少
し
｡
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○
糾
聖

炉

的

死
絵
地
理
科
本
試
騒
問
題

雛

沓

1
'
昭
和
二
年
の
奥
丹
後
地
餌
に
於
け
る
地
殻
鍵
動
S
･現
象
和
紀
卯
ぜ

∫
T

I

第
二
耽

宗

〇

七
六

二
'
本
邦
Li
於
て
附
鎖
掌
り
る
｣

石
油
の
産
地
と
共
供
掛
の
状
況
に
つ

4
,て
詳
述
ぜ
ェ

三
､
カ
-
油
〃
ニ
ヤ
州
の
地
形
に
つ
き
其
特
色
み
遊
べ
L･i

四
､
デ
/
マ
ー
ク
の
人
文
地
班
.S
述
べ
よ

五
'
攻
の
由

地
形
み
同

丁
地
域
内
に
有
す
る
も
卯
と
恨
允
し
撃
向
終
わ

以
て

)
の
地
形
樹
松
帆
け

(
イ
)
孝
栄
期
の
荷
邦
(
∩
)
ド
-
ネ
(
こ

ポ
-
H
(
ニ
)

火
山
(
ホ
)
熔

岩
流
(
へ
)
戎
丘

(
.p
ナ
ド
ノ

ブ
…こ

(
ト
)
溺
れ
谷

(
チ

)
縦
枠
段
丘

(
以
上
凹
時
間
)

口

頭

試

問

節

7
塞

=-
略
､
佐
脇
両
教
授
'
地
球
T付
出
し
墾

瓜
ロ
ン
ド

ン
関
の
哉

兜
肘
躯
赤
菰
北
細
川
の
距
離
､
大
関
船
舶
等
怨
敵

明
ぜ
L

む

飾
二
室

伐
本
t
E
坤
雨
致
授
'
糾
バ
ル
カ
ン
年
島
地
樹
に
よ
り
牛
島

の
城
外
､
人
柄
､
諜
敬
等
を
散
的
ぜ
し
む
､

cqC
伊
那
谷
の
五
鵜
分

T

の
地
形
樹
に
づ
き
て
聡
明
ぜ
し
む

第
三
宣

辻
村
教
授
t
の
岩
石
三
種
t
clC
地
脚
'
拘
大
西

洋

の
略

綬

園
､
等
に
就
き
紀
明
ぜ
し
む

0
国

版

第

二

版

証

明

(
八

丈

富

士

)

八
丈
富
士
は
伊
豆
七
島

中最
大
の
火
山
島
で
､
東
京
よ
り
正
岡
約

叫
五
七
.SA
の
距
離
に
あ
る
｡

本
島
は
新
鶴
二
つ
の
火
山
よ
り
な
る
蘭
形
の
偽
で
北
田
-
南
米
の
方
向

に
長
-
長
鰐
約

丁
四
粁
に
延
ぶ
.
そ
の
西
北
部
に
あ
る
み
田
山
-
米
南

部
に
あ
る
私
淑
山

(
三
原
山
)

と

云
ひ
､
何
れ
も
複
式
火
山
で
あ
る
O

西
山
ね

l
に
八
丈
富
士
-
呼
び
ニ

ー
デ

(a
.
R
id
e)
軌
火
山
に
し
て



筒
拒
約
八
玉
田
発
に
及
び
､
外
税
は
取
式
火
山
の
様
で
あ
る
が
'
頂
上

に
外
伯
山
'
火
口
丘
､
爆
敬
口
等
が
あ
る
｡

上
相
は
火
口
丘
(中
山
)
の
粥
北
側
外
輪
山
.-J
の
関
に
出
水
た
鵬
党
火

口
に
し
て
小
穴
と
云
ひ
､
略
々
蜘
形
み
な
し
砿
得
的
甘
米
探
さ
三
〇
米

許
り
あ
り
.
そ
の
用

岡は
椎
比
和
な
し
､
火
口
底
に
は
洞
渡
部
の
朋
塊

に
よ
っ
て
出
水
た
る
砂
棟
あ
る
も
大
部
分
は
離
水
.1
解
け
る
0
樹
げ
そ

の
火
口
内
み
米
側
火
口
蛇
上
よ
り
斜
下
に
向
つ
て
見
た
J
の
で

先
方
の

…鵬
は
火
口
丘
が
破
壊
さ
れ
て
生
L
)'
話
方
に
月
ゆ
る
は
爆
鞭
に
よ
へ一て

新
に
脇
現
さ
れ
た
外
輪
山
の
内
幾
で
あ
り
'
又

小
穴
(槻
敬
火
口
)
の
内

鴨
で
あ
っ
て
'
下
関
の
外
輪
山
の
話
方
'
最
も
低
4
J部
分
の
内
側
の
峻

炭
は
即
ち
そ
れ
で
あ
る
｡

下
問
ほ
そ
の
外
輪
山
の
光
線
よ
り
根
つ
た
も
の
で
見
解
七
二
魂
式
火

山
の
地
形
空
が
L
t,
居
ろ
｡
背
教
は
外
輪
山
で
火
穴
と
云
ひ
'
略
々
凪

形
に
し
て
政
得
約
四
甘
米
快
さ

三
四
十
米
あ
る
｡
そ
の
内
蛙

は
急
傾
斜

か
成
し
輝
石
安
山
岩
樹
よ
-
綿
ほ
ろ
O
外
輪
山
の
何
及
び
凹
側
廷
内
-

櫛
の
左
の
部
分
は
そ

れ
で
'
北
及
び
北
側
は
低
-
そ

い

澱
む
低
い
桝
か

ら
内
壁
に
狩

っ
て
下
る
串
が
出
氷

る
.
前
紫
は
火
穴
火
口
の
中
央
部
'1

あ
る
火
口
丘
で
中
山
と
云
ひ
'
低
さ
秋
頂
糊
珊
形
み
な
し
､
火
口
底
よ

り
約
二
十
準
的
-
'
外
輪

=_
よ
り
的
二
十
米
低
-
余
部
溺
水
に
て
舶
ほ

ろ
｡
頂
上
川
崎
々
捌
形
払
鼓
し
'
鑑
筏
約
二
:1日.
米
'
中
央
部
は
皿
状
,i

川
み
そ
の
放
退
部
に
故
米
の
裂
僻
が
hJ.1
る
(
川
中
記
)

質
疑

感
答

等
1.1▲l!,l蔓
蔓

量

質

疑

臆
沓

悶

シ
ン
21
州
の
渦
潮
用
遇
河

鳥

取

Y

盤

等

シ
ソ
ド
州
代
印
庇
大
陸
部
の
西
の
紺
に
あ
っ
て
印
鑑
川
下
流
の

沃
野
で
あ

る
､

沃
野
と
は
い
っ
て
J
そ
の
田
及
北
に
は
群
峰
成
典
の
地

が
あ
り
､
東
部
焦
忙
砕
米
LJ
-
な
い
印
鑑
火
砂
泊
で
あ
る
O
筑
象
上
降

雨
が
少
い
の
で
､
印
庇
河
の
河
件
私
少
し
-
離
れ
る
と
見
渡

す
か
ぎ
リ

不
毛
磁
桝
の
入
射
締
な
土
地
と
な
る
か
ら
'
=
の
州
で
は
印
鑑
河
及
其

交
流
分
流
私
外
に
し
て
存
在
し
な
い
｡
そ
=
で
現
萩
で
ー

N
ara･

P
in
y
af
i.
F
u
le
i.
B
Ag
h
a
r.
D
h
a
n
d
s.
等
の
分
流
何
れ

も
越
河
が
関

野
せ
ら
れ
髄
淑
な
つ
と
め
て
ゐ
る
｡

本
州
は
伺
北
三
五
〇
鵬
､
米
田
の
桁
は

T
二

〇
哩力
詔
二
言
H五
十
棚

の
聞
.1
出
入
L
t
同
硫
凡
そ
四
七
､
0
0
0
平

方
哩英
問
と
同
じ
位
の

写

･..で
､
日
本
本
籍
の
約
年
分
に
遊

す
る
Q
さ
て
,
,の
腐

い
州
の
土
地

竺

1分

T
は
山
蕗
丘
陵
地
叉
は
砂
粒
で
あ
る
が
'
洩
り
の
二
三
㌧
五
C
)

〇
年
力
哩
は
耕
作
可
能
地
で
.和
石
.
そ
の
人
日
は

山
九
二

7
年
に
三
､

二
七
九
㌧
三
七
七
人
と
解
せ
ら
れ
'
そ
の
四
分
三
は
阿
教
徒
で
'
鋳
り

四
分

T
は
印
度
教
徒
で
あ
る
｡
そ
の
人
口
の
四
割
は
耕
作
71
従
離
し
'

牧
番
に
微
ふ
む
の
J
多
い
｡
仰

同
州
に
は
全
人
口
の
四
渉
に
該
岱
す
る

乞
食
が
居
る
と
謂
は
れ
る
｡
光
し
こ
の
州
は

l
火
故
地
で
あ
る
､
比
柴

に
於
て
は
土
地
､
給
水
及
労

働
が
根
本
の
三
大
If*
誌
で
あ
る
､
と
こ
ろ

が
=
の
樹
で
は
=
の
三
朝
兼
ね
完
全
に
取
称
す
る
=
と
が
放
則
雄
私
感

ぜ
ら
れ
る
､
僻
に
給
水
付
近
米
繍
蜘

丁
般
共
通
の
園
挑
み
悠
ず
る
鮒
で

あ
る
が
､
シ
ソ
叩
に
於
て
ほ
樺
に
此
感
が
ふ
か
い
o

T
年
平
均
雨
虚
位

に
五
吋
牛
で
あ
る
､
降
雨
虫
政
多
の
季
節
で
さ
へ
も
新
作
が
期
待
さ
れ

な
い

'
七
八
月
雨
期
に
さ
へ
袈
附
の
降
っ
た
こ
と
が
な
い
､
少
し
の
耐

l;.二

七
七


